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米国連邦議会上下両院合同会議における岸田総理大臣の演説 

「未来に向けて ～我々のグローバル・パートナーシップ～」 

（令和６年４月 11日） 
 

１ 冒頭 

議長、副大統領、連邦議会議員の皆様、御来賓の方々、皆様、 

 

ありがとうございます。日本の国会では、これほど素敵な拍手を受けることはまずあ

りません。 

 

そして、ギャラリーにいる妻の裕子を御紹介します。私が裕子と結婚したという一事

をもって、私の決断全てが正しいものであると、皆様に信用いただけるのではないでし

ょうか。 

 

 民主主義の本丸であるこの議場で、そして米国国民の代表である皆様の前で、こうし

てお話しできることを大変光栄に存じます。  

 

 ９年前、私の盟友であった故・安倍元総理が、まさにこの壇上で、「希望の同盟へ」

と題した演説を行いました。私は当時、安倍内閣の外務大臣として両国間の絆を目の当

たりにし、深く感銘を受けました。 

 

 幼少期からずっと、私は米国とのつながりを感じてきました。おそらく、小学校の最

初の３年間をニューヨークのクイーンズにある公立小学校である PS20 と PS13 で過ごし

たからでしょう。日本人は私一人でしたが、同級生達は私を親切に受け入れてくれ、お

陰で新しい文化に溶け込むことができました。 

 

 そうしてニューヨークにやって来た私たち家族は、1963年の秋から数年間にわたり、

米国人と同じような生活を送りました。父は通商担当官として、職場のマンハッタンま

で地下鉄で通っていました。私たちは、メッツやヤンキースを応援し、コニーアイラン

ドでホットドッグをほおばり、休日には、ナイアガラの滝や、ここワシントン D.C.まで

出かけたものです。  

 

 そして今も思い出すのは、日本の少年にとってはもの珍しく面白かったアニメ「フリ

ントストーン」。 

 

 今でもあの番組を懐かしく感じます。ただ、「ヤバダバドゥー」の意味を日本語訳す

ることはできませんでしたが。 

 

 あれから 60 年の歳月を経て、クイーンズの善良なる皆様にメッセージがあります。

私の家族と私をあれほど温かく迎えてくださって、ありがとうございました。あの時代

のことを、私は一時も忘れたことはありません。 

 

 だからこそ、私は本日、米国の長く、親しい友人として、皆様にお話しさせていただ

きます。 

 

 米国国立公園局が、タイダル・ベイスンの再生プロジェクトを実施中と承知していま
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す。日本は友情の証として、米国の建国 250 周年に先立ち、タイダル・ベイスンに植え

られる予定の桜 250本を贈呈させていただきます。 

 

２ 米国のリーダーシップ  

 当時のことを憶えている方もいらっしゃるかもしれませんが、1964年の世界博覧会は、

クイーンズで開催されました。シンボルは巨大な球体のモニュメントで、テーマは「相

互理解を通じた平和」でした。  

  

しかし、今の私たちは、平和には「理解」以上のものが必要だということを知ってい

ます。「覚悟」が必要なのです。  

 

米国は、経済力、外交力、軍事力、技術力を通じて、戦後の国際秩序を形づくりまし

た。自由と民主主義を擁護し、日本を含む各国の安定と繁栄を促しました。 

 

 そして必要なときには、より良い世界へのコミットメントを果たすために、尊い犠牲

も払ってきました。 

 

 およそ人類は、権威主義的な国家に抑圧されるような、つまり、追跡され、監視され、

自己の内心の表現を否定されるような生き方はしたくない － 米国の政策はそのような

前提に基づいていました。  

 

 米国は、自由こそが人類にとっての酸素のようなものだと信じていました。 

 

 この世界は、米国が引き続き、国際問題においてそのような中心的な役割を果たし続

けることを必要としています。 

 

 しかし、私は今日、一部の米国国民の心の内で、世界における自国のあるべき役割に

ついて、自己疑念を持たれていることを感じています。  

 

３ 新たな挑戦  

 この自己疑念は、世界が歴史の転換点を迎えるのと時を同じくして生じているようで

す。ポスト冷戦期は既に過ぎ去り、私たちは今、人類史の次の時代を決定づける分かれ

目にいます。 

 

 米国が何世代にもわたり築いてきた国際秩序は今、新たな挑戦に直面しています。そ

してそれは、私たちとは全く異なる価値観や原則を持つ主体からの挑戦です。  

 

 自由と民主主義は現在、世界中で脅威にさらされています。 

 

 気候変動は、自然災害、貧困、そして地球規模での避難民を引き起こしています。新

型コロナウイルスのパンデミックでは、全人類が苦しみました。 

 

 AI 技術の急速な進歩により、AI の本質をめぐり、その将来性と危険性との狭間で、

攻防が繰り広げられています。 

 

 経済力のバランスは変化しています。グローバル・サウスは、課題と機会の双方に対
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処する上で一層重要な役割を果たし、より大きな発言力を求めています。  

 

 日本の近隣諸国に目を向けると、現在の中国の対外的な姿勢や軍事動向は、日本の平

和と安全だけでなく、国際社会全体の平和と安定にとっても、これまでにない最大の戦

略的な挑戦をもたらしています。 

 

 中国からのこのような挑戦が続く中で、法の支配に基づく自由で開かれた国際秩序や、

平和を守るというコミットメントは、引き続き決定的な課題であり続けます。 

 

 広島出身の私は、自身の政治キャリアを「核兵器のない世界」の実現という目標に捧

げてきました。NPT 体制の再活性化と、国際的機運の向上に長年取り組んでまいりまし

た。しかし、東アジアでは、核兵器拡散の差し迫った危険が存在します。北朝鮮による

核・ミサイル計画は、直接的な脅威です。北朝鮮による拉致問題は、引き続き重大な問

題です。 

 

 北朝鮮による挑発は、地域を越えたインパクトをもたらしています。北朝鮮は、ウク

ライナに対する侵略戦争を支援するための弾道ミサイルをロシアに輸出し、その結果、

ウクライナの人々の苦しみを大きく増大させています。 

 

 ロシアのウクライナに対するいわれのない、不当で残酷な侵略戦争は３年目を迎えま

した。私がよく申し上げているとおり、今日のウクライナは明日の東アジアかもしれま

せん。さらに、ロシアは核による威嚇を継続しており、核兵器の惨禍が実際に再び繰り

返されるのではないかと世界が懸念しています。このような現実の中で、日米同盟の抑

止力の信頼性と強靱性を維持するために、日米間の緊密な連携がこれまで以上に求めら

れています。 

  

新しい形の抑圧が、世界で見られるようになっています。デジタル技術を通じた自由

の抑圧も行われています。ソーシャルメディアは検閲され、監視され、そしてコントロ

ールされています。  

 

 経済的威圧や、いわゆる「債務の罠」外交と呼ばれる、国家の経済的依存を悪用し、

武器化する事例が増加しています。 

 

 このように急速に変化する困難に直面し、私たちは、私たちが共有する価値をいかに

守り続けるのでしょうか。 

 

４ グローバル・パートナー 

 ほぼ独力で国際秩序を維持してきた米国。そこで孤独感や疲弊を感じている米国の国

民の皆様に、私は語りかけたいのです。 

 

 そのような希望を一人双肩に背負うことがいかなる重荷であるのか、私は理解してい

ます。 

 

 世界は米国のリーダーシップを当てにしていますが、米国は、助けもなく、たった一

人で、国際秩序を守ることを強いられる理由はありません。 
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 もちろん、米国のリーダーシップは必要不可欠です。  

 

 もしも米国の支援が無かったら、モスクワからの猛襲を受けたウクライナの希望は、

どれほど前についえ去ってしまっていたことでしょう。 

 

 もしも米国の存在が無かったら、インド太平洋地域はどれほど前に、より厳しい現実

にさいなまれていたことでしょう。 

 

 皆様、米国の最も親しい友人、トモダチとして、日本国民は、自由の存続を確かなも

のにするために米国と共にあります。それは、日米両国の国民にとどまらず、全ての

人々のためにであります。 

 

 私は、これを米国への強い愛着から述べているのではありません。私は理想主義者で

あると同時に、現実主義者です。自由、民主主義、法の支配を守る。これは、日本の国

益です。 

 

 日本国民は、これらの価値に完全にコミットしています。人権が抑圧された社会、政

治的な自己決定権が否定された社会、デジタル技術で毎日が監視下にある社会を、私は

我々の子供たちに残したくありません。 

 

 皆様も同じく感じておられますよね。これらの価値を守ることは、日米両国、そして

世界中の未来世代のための大義であり、利益でもあるのです。 

 

 今この瞬間も、任務を遂行する自衛隊と米軍の隊員たちは、侵略を抑止し、平和を確

かなものとするため、足並みをそろえて努力してくれています。 

  

 私は隊員たちを賞賛し、感謝し、そして、隊員たちが両国から感謝されていることが、

私たちの総意であると知っています。 

 

 「自由と民主主義」という名の宇宙船で、日本は米国の仲間の船員であることを誇り

に思います。 

 

 共にデッキに立ち、任務に従事し、そして、なすべきことをする、その準備はできて

います。 

 

 世界中の民主主義国は、総力を挙げて取り組まなければなりません。 

 

 皆様、日本は既に、米国と肩を組んで共に立ち上がっています。 

 

 米国は独りではありません。 

 

 日本は米国と共にあります。 

 

 日本は長い年月をかけて変わってきました。第二次世界大戦の荒廃から立ち直った控

えめな同盟国から、外の世界に目を向け、強く、コミットした同盟国へと自らを変革し

てきました。 
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 日本は国家安全保障戦略を改定しました。インド太平洋地域の将来の安定に関する不

確実性が、私たちの政策、さらには考え方自体を変える契機となったのです。私自身、

日米同盟を一層強固なものにするために、先頭に立って取り組んできました。 

 

 2022 年、日本は、2027 年度までに防衛予算を GDP の２％に達するよう相当な増額を

行い、反撃能力を保有し、サイバーセキュリティーを向上させることを発表しました。

今日、日米同盟の抑止力は、かつてなく強力であり、それは米国の日本への拡大抑止に

よって強化されています。 

 

 日本は、ロシアによるウクライナ侵略を受け、強力な対露制裁を実施しています。ウ

クライナに対し、対無人航空機検知システムを含む 120 億ドル以上の援助を表明してき

ました。このシステムの供与は、NATOによる支援策の一環であり……そう、日本は、地

球の裏側にある NATOとも協力しているのです。  

 

 さらに、２月、荒廃したウクライナがこの苦難の時を乗り越えることを支えるべく、

私はウクライナの経済成長と復興のための会議を主催しました。日本はこれからもウク

ライナと共にあります。 

 

 地政学的な状況が変化し、自信を深めるにつれ、日本は米国の最も近い同盟国という

枠を超えて、視野を広げてきました。日本はかつて米国の地域パートナーでしたが、今

やグローバルなパートナーとなったのです。日米関係がこれほど緊密で、ビジョンとア

プローチがこれほど一致したことはかつてありません。  

 

 今日、両国のパートナーシップは二国間にとどまりません。例えば、米国、日本、韓

国、豪州、インド、フィリピンによる三か国間や四か国間の協力、さらには G7 を通じ

た協力や、ASEAN との協力が挙げられます。日米韓の首脳は、三か国のパートナーシッ

プの新時代の幕を開くため、昨夏、キャンプ・デービッドに集いました。 

 

 このような様々な取組から、多層的な地域枠組みが生まれ、日米同盟はその力を増強

させる役割を果たしています。そして、同志国と共に、「自由で開かれたインド太平洋」

の実現を目指しています。 

 

 こうした努力に対し、ここ米国連邦議会では、超党派の強力な支持がいただけるので

はないでしょうか。 

 

 日本は米国のリーダーシップを信じています。そして、米国の経済を信じています。 

 

 日本は世界最大の対米直接投資国です。日本企業は、約 8,000 億ドルを投資し、米国

内で約 100万人の雇用を創出しています。これらは良質な雇用であり、製造業だけで 50

万人の雇用を生んでいます。 

 

 日本国内では、私は日本経済を牽引するために「新しい資本主義」という取組を推進

しています。現下の課題や取組を成長の力へと変化させるために官民が連携しています。

賃上げ、設備投資、株価。全てが 30 年ぶりの高い水準に達しました。日本経済は現在、

いまだかつてない大きな変化を力にして、前進しています。成長志向の日本経済は、米
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国への更なる投資にもまた拍車をかけることでしょう。そして、日米両国は今後、世界

経済を後押しし、力強い成長軌道へと導くことでしょう。 

 

 つい昨日、バイデン大統領と私は、AI、量子、半導体、バイオテクノロジー、クリー

ン・エネルギーといった次世代の新興技術の発展において、日米両国が世界をリードす

ることへのコミットメントを示したところです。    

 

 そしてまた、両国間の協力分野は宇宙にも広がっています。これは、明るく希望に満

ちた明日への道を照らしています。1969 年のアポロ 11 号による月面着陸のテレビ中継

は、今でも私の記憶に焼き付いています。１月に、日本の月探査機は、史上初の月面へ

のピンポイント着陸を達成しました。昨日、バイデン大統領と私は、アルテミス計画の

将来ミッションにおいて、日本人宇宙飛行士が米国人以外として初めて月面に着陸する

こととなると発表しました。 

 

 本日は、２名の宇宙飛行士に来ていただいています。星出さん、タニさん、御起立い

ただけますでしょうか。 

 

 星出彰彦氏は、これまでに３回、宇宙に飛び立たれてきました。また、2021年には国

際宇宙ステーションの船長を５か月間務められました。 

 

 隣にいらっしゃるのはダニエル・タニ氏です。タニ氏は、船外活動を６回経験した日

系米国人の元宇宙飛行士で、２回のミッションでは、なんと 5,000 万マイル以上のフラ

イトを達成しました。 

 

 ものすごい大量のマイレージ・ポイントになりますね。  

 

 星出氏とタニ氏は、宇宙における日米協力の象徴的存在です。両国は今後も、このよ

うな協力をもっともっと将来にわたって築いていきます。 

 お二人ともありがとうございました。 

 

５ 結語 

 最後に、一言述べて締めくくらせていただきます。日本が米国の最も近い同盟国とし

ての役割をどれほど真剣に受け止めているか。このことを、皆様に知っていただきたい

と思います。 

 

 私たちは共に大きな責任を担っています。日米両国は、平和にとって、自由にとって、

そして繁栄にとって、必要不可欠な存在です。そう私は信じます。  

 

 信念という絆で結ばれ、私は、日本の堅固な同盟と不朽の友好をここに誓います。 

 

 「未来のためのグローバル・パートナー」。今日、私たち日本は、米国のグローバ

ル・パートナーであり、この先もそうであり続けます。 

 

 本日の御招待、皆様のおもてなし、そして米国が世界で果たしている役割に感謝しま

す。 

（了） 


